
６

ラ
イ
ン
と
配
色
と
い
っ
た
洋
服
本
来
の
型
を
思
考
モ
ー
ド
の
一
つ
の
流
れ
と
し
て
の
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ

し
た
シ
ッ
ク
な
作
品
が
中
心
の
コ
マ
ッ
ャ
秋
冬
の
新
ル
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
で
エ
レ
ガ
ン
ス
を
追
求
し
た

作
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
中
で
も
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
ス
ー
ツ
や
コ
ー
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
豊
ん
だ
。
レ

た
め
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
か
機
能
的
で
レ
イ
ァ
ー
ズ
ク
シ
ョ
ン
だ
。

も
万
能
な
ス
タ
イ
ル
が
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
目
を

ひ
い
た
。
今
年
の
モ
ー
ド
の
中
心
と
な
っ
た
チ
ュ
ー
ｌ
た
っ
ぷ
り
し
た
身
頃
に
ジ
ッ
パ
ー
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
コ
ー
ト
。

ブ
ラ
イ
ン
で
ル
ー
ズ
フ
ィ
ッ
ト
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は
、
２
オ
リ
エ
ン
タ
ル
調
の
柄
を
中
国
服
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
。

開
放
的
な
着
や
す
さ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
楽
し
さ
３
咲
き
揃
う
花
を
散
り
ぱ
め
た
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
。
シ
ル
ク
デ
シ
ン
。

が
味
わ
え
る
点
が
重
宝
さ
れ
、
働
く
女
性
の
ワ
ー
ド
４
全
て
１
枚
仕
立
て
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ブ
な
感
覚
の
ス
ー
ツ
。

ロ
ー
ブ
と
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
ベ
ル
ト
や
５
昼
間
の
雑
踏
か
ら
遠
の
い
て
華
や
か
さ
を
取
り
も
ど
す
時
間
に
。

ス
カ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
違
っ
た
表
情
を
素
材
は
シ
ル
ク
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
。

見
せ
て
く
れ
る
シ
ン
プ
ル
な
装
い
こ
そ
都
会
派
の
大
６
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ン
の
コ
ー
ト
ド
レ
ス
。
都
会
派
向
き
。

人
の
女
性
達
の
た
め
の
ス
タ
イ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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流
れ
と
し
て
の
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イ
ニ
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ど
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レ

た
め
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
か
機
能
的
で
レ
イ
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だ
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も
万
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ス
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が
こ
の
コ
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ク
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で
目
を

ひ
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。
今
年
の
モ
ー
ド
の
中
心
と
な
っ
た
チ
ュ
ー
ｌ
た
っ
ぷ
り
し
た
身
頃
に
ジ
ッ
パ
ー
が
ア
ク
セ
ン
ト
の
コ
ー
ト
。

ブ
ラ
イ
ン
で
ル
ー
ズ
フ
ィ
ッ
ト
な
シ
ル
エ
ッ
ト
は
、
２
オ
リ
エ
ン
タ
ル
調
の
柄
を
中
国
服
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
。

開
放
的
な
着
や
す
さ
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の
楽
し
さ
３
咲
き
揃
う
花
を
散
り
ぱ
め
た
ロ
ン
グ
ド
レ
ス
。
シ
ル
ク
デ
シ
ン
。

が
味
わ
え
る
点
が
重
宝
さ
れ
、
働
く
女
性
の
ワ
ー
ド
４
全
て
１
枚
仕
立
て
の
ス
ポ
ー
テ
ィ
ブ
な
感
覚
の
ス
ー
ツ
。

ロ
ー
ブ
と
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
る
が
、
ベ
ル
ト
や
５
昼
間
の
雑
踏
か
ら
遠
の
い
て
華
や
か
さ
を
取
り
も
ど
す
時
間
に
。

ス
カ
ー
フ
を
組
み
合
わ
せ
る
だ
け
で
違
っ
た
表
情
を
素
材
は
シ
ル
ク
ジ
ョ
ー
ゼ
ッ
ト
。

見
せ
て
く
れ
る
シ
ン
プ
ル
な
装
い
こ
そ
都
会
派
の
大
６
チ
ュ
ー
ブ
ラ
イ
ン
の
コ
ー
ト
ド
レ
ス
。
都
会
派
向
き
。

人
の
女
性
達
の
た
め
の
ス
タ
イ
ル
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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大
人
の
女
性
達
の
た
め
の
ス
タ
イ
ル
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肌
に
感
じ
る
風
が
冷
や
か
さ
を
増
し
始
め
る
頃
か
夕
方
か
ら
の
お
出
か
け
に
。

感
じ
さ
せ
る
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
美
し
さ
を
求
め

ｌ
ラ
ム
の
ベ
レ
ー
と
マ
フ
ラ
ー
の
ペ
ア
。
色
は
く
ｉ
ジ
ュ
、
プ
ル

●
●
●
じ

る
季
節
に
な
る
と
、
「
い
い
も
の
を
身
に
つ
け
た
い
」
－
、
ピ
ン
ク
、
白
、
黒
、
オ
レ
ン
ジ
、
グ
リ
ー
ン
の
各
色
。

と
思
う
の
が
女
ど
こ
ろ
だ
ろ
う
。

２
ち
ょ
っ
と
改
た
ま
っ
た
巣
い
の
時
の
た
め
の
ド
レ
ッ
シ
ー
な
帽

流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
美
し

子
。
素
材
は
国
産
の
ベ
ロ
ア
。

さ
を
求
め
な
が
ら
も
季
節
感
と
環
境
の
変
化
は
微
妙
３
ジ
ャ
ー
ジ
の
織
り
模
様
が
素
敵
な
タ
ウ
ン
用
。

に
と
ら
れ
る
の
が
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ど
こ
ろ
」
の
基
本
。
４
モ
ス
グ
リ
ー
ン
の
ベ
ロ
ア
。
秋
の
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の

ら
ボ
ル
ド
ー
、
モ
ス
グ
リ
ー
ン
、
茶
色
へ
と
色
も
変
５
チ
ン
チ
ラ
の
毛
皮
．
後
に
黒
の
表
皮
で
ポ
イ
ン
ト
を
。

夏
は
人
気
を
呼
ん
だ
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
本
来
の
オ
－
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
形
の
美
し
さ
は
永
遠
の
フ
ァ
ッ
シ

Ｉ
ソ
ド
ッ
ク
ス
だ
が
大
人
の
女
性
の
エ
レ
ガ
ン
ス
を
ヨ
ン
テ
ー
マ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
く
、
帽
子
も
キ
ャ
ッ
プ
や
ブ
リ
ム
の
狭
い
も
の
が
帽
子
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
だ
。
シ
ッ
ク
な
色
、
オ

ビ
ッ
グ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
に
伴
い
、
頭
は
小
こ
と
な
く
ア
ン
ニ
ュ
ィ
な
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ
せ
る

化
す
る
。
花
や
羽
根
飾
り
も
色
あ
い
が
シ
ッ
ク
で
ど

＆な’色、ア色わクどな ･ プ
の帽ル ツ、せで

シオるど 且
。
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暮らしも心も。

表情ぽtTi墓
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神戸もとまち

大丸
電話神戸( 0 7 8 ）3 3 1 - 8 1 2 1

あなたらしい表I 青にみちています力も

可
﹈ パリのエスプリ。新しい女らしさ－スポーティ

カジュアルを基調に。着る人の表情を息づかせ、
今日の女らしさをアピールしたいもので食大丸
ｵ ﾘヅﾅ ﾙ 婦人服く2階>と洋品く1階>のﾗ ﾐ ｭ ｰ 式
をどうぞも

いま大切なことは､ 生1 舌のクソエート。

( 淵ラミヱージで）
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封
宜Ｌ

て
建
て
ら
れ
た
。
「
川
治
朗
年
９
月
邪
日
米
国
南
メ
ゾ
チ
ス
ト
教
会
宗
教
師
Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
博
士
神
の
啓
示
に
よ
り
こ
の
地
を
卜
し
関
西

学
院
を
創
立
し
た
」
昭
和
紅
年
同
窓
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
中
庭
の
碑
が
歴
史
を
物
語
る
。
当
時
の
本
館
は
木
造
二
階
建
で
中
央
出
入
側

に
ポ
ー
チ
コ
、
屋
根
に
は
塔
屋
を
も
っ
て
い
た
が
、
明
治
卿
年
に
は
三
階
建
に
改
築
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
風
の
切
妻
が
つ
け
ら
れ
煙
突
も
化
粧
煉

瓦
積
と
な
っ
た
。
昭
和
４
年
関
西
学
院
は
西
宮
市
上
ケ
原
へ
移
っ
た
が
、
こ
の
チ
ャ
ペ
ル
だ
け
が
残
さ
れ
た
。

澄
み
切
っ
た
秋
空
の
下
、
ひ
と
り
チ
ャ
ペ
ル
は
往
時
の
追
憶
に
ふ
け
り
、
書
物
の
頁
を
繰
る
静
か
な
音
が
あ
た
り
を
領
し
て
い
る
。

灘
区
王
子
町
３
ｒ
目
。
王
子
動
物
園
の
す
ぐ
西
に
赤
煉
瓦
造
り
の
旧
関
西
学
院
チ
ャ
ペ
ル
が
緑
に
囲
ま
れ
て
建
っ
て
い
る
。
石
垣
に
「
関
西

幸
院
発
祥
之
地
」
と
刻
ま
れ
た
こ
の
建
物
は
現
在
、
神
戸
市
立
王
子
図
書
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
明
治
師
年
Ａ
・
Ｎ
・
ハ
ン
セ
ル
に
よ
っ

翰
私
た
ち
の
文
化
財
を
た
い
せ
つ
に
…
…

異
人
館
歳
時
記
〈
９
〉

|ﾌH｡Ｉ
学
院
チ
ャ
ペ
ル

ノ量ぎし
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ハイカラ神戸の
伝統が育んだ
格調ある専門店

蕊

●このシリーズは
ファッション都市ＫＯＢＥへの
私たちの願いをこめて

欧風家具・設計・創作
S e r l Z

永田良介商店
ネクタイの

元町バザ．＝

』

☆靴のオーダーメード

ヨニオカ
世界のオシャレをおとどけする

クロNE弁
よるず御槻衣縫上虚
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諏』
~ ＝ざ

、

語
ら
い
の
時
・
香
い
り
の
宮
水
瑚
排
。

回
北
野
店
Ⅲ
月
の
椅
子

お
客
様
左
よ
り
永
田
良
一
郎
さ
ん
家
出
良
介
商
店
社
長
〉
石
野
成
明
さ
ん
君
野
証
券
社
長
〉
川
瀬

喜
代
子
〈
に
し
む
ら
伽
誹
陰
〉

左
党
で
通
る
お
二
人
が
、
い
が
い
に
毎
朝
豆
か
ら
伽
排
を
ひ
い
て
愉
し
む
伽
誹
党
。

シ
ッ
ク
な
に
し
む
ら
伽
誹
北
野
店
の
秋
の
夜
に
気
楽
な
会
話
が
は
ず
み
ま
す
。

画＝－＝一一割

ーー哨睡涯勘一一一一

銀
ｌ

Ｊｊ

「
辱
産
．

Ｌ

匡肖

零

蝋:； 邸~浄旦，8

鍵
一

一

、

錘，

< 会員制〉ＴＥＬ２４２－２４６７
神戸市生田区山本通２丁目９
３Ｆ事務所ＴＥＬ2 4 2 - 1 8 8 0
1 0 ：００ＡＭ～１１：０O ＰＭ

錘，

宮水ＣＯＦＦＥＥの

↓こしむら
劫ﾛ ﾖ 非北野店

蓋,
》

一
一辱

回
会
員
の
お
問
合
せ
は
に
し
む
ら
瑚
誹
北
野
店
へ

Ｍ
Ｅ
Ｎ
Ｕ
各
種
コ
ー
ヒ
ー
五
○
○
円
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
五
○
○
円
よ
り
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
五
○
○
円
オ
ー
ル

ド
水
割
五
○
○
円

吾
一

謎》“
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／
Ｅ
に
し
む
ら
と
エ
ト
ラ
ン
ゼ

〃
の
○
○
Ｑ
○
○
弐
の
①
ヨ
こ
の
計
ワ
①
①
．
一
○
三
の
ニ
ヨ
で
一
①
、
の
①
ヨ
の
こ
『
『
○
豆
コ
ニ
ヨ
ロ
の
四
コ
。

三
一
の
ゴ
ー
ョ
ミ
ロ
訂
の
ぎ
『
芸
〃
ｍ
旦
乏
画
己
」
．
ョ
ｍ
『
奇
①
訂
エ
ド
ワ
ー
ド
．
Ｊ
・

マ
ー
テ
ィ
カ
さ
ん
圃
際
賦
難
株
式
会
社
副
社
艮
〉
オ
リ
ー
吸
う
．
リ
ッ
グ
ス
さ
ん
〈
マ
ー
テ
ィ
ヵ
さ
ん
の
お
友
達
〉

ダ
ン
デ
ィ
で
陽
気
な
マ
ー
テ
ィ
ヵ
さ
ん
が
、
リ
ッ
グ
ス
さ
ん
と
の
愉
快
な
語
ら
い
。

笑
い
の
中
に
ほ
の
ぼ
の
と
香
る
宮
水
伽
俳
。

廻
珊

ジ
ョ
ー
ク
が
飛
ぶ
時
・
に
し
む
ら
瑚
排
。

犀

F

丑｡ Ｌ
ﾉ 』ノ戎一Ｉｌｌ，

ロ研

０
回一

ー

，
ヨ
ー
§
』

Ｊ

■

０
８
■

乍

$’

篭

８:3 0 A M - 1 1 : 0 O P M

８: O 0 A M - 1 0 P O P M

1 0 : O 0 A M - 1 0 : O 0 P M

1 0 : o 0 A M - 1 1 : 0 O P M
、

！
宮水ＣＯＦＦＥＥの

こしむら劫ﾛﾖ非店
中山手本店く中山手１丁目〉2 2 1 - 1 8 7 2
石屋川店く阪神石屋川駅浜側> 8 4 1 - 0 7 6 3
センター街店く三宮センター街> 3 9 1 - 0 6 6 9
北野店〈会員制・山本通2 の9 > 2 4 2 - 1 8 8 0
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＃

剛測a B -
，禰

、
罰
弄
ｋ
』
、
禰
撫
§
し
識
脚
ｉ
い
、

ｰ

ＦＡＬＬ＆ＷｌＮＴＥＲ

、

１

雪

／

'妻麗
Ｖー

■

謹
一
寅
鯉一

「

一４．

鬼．
ノ

句

』一周弓甲基さ毎＝

一一竜一莞

■
白

戸
Ｆ
Ｕ
●
。
“

＝

－ ー

一一一一一一

ＭＯＴＯＭＡＣＨＩ－ｌＫＯＢＥ
ＴＥＬ３ａｌ－７８Ｂ５
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ニュース漫画を必死のパッチで
<神戸新聞“笑点, , ＞

描き続けて7 0 < 卿たかはしもう
たかはしもう笑品詐

凸

笑品集発売中.／
●田辺聖子さん激賞。
「孟さんのマンガの特徴は、第一暖かいところがよ
いＯ

Ｂ寺として彼の時事マンガに、するどいブラックユ
ーモアがあって、よく調刺がきいているが、それと
ても次の瞬間、ニヤリとさせるところがある。私は
これは、古川柳の味わいで、こういうのこそ、オト
ナの笑いというものだろうと思う。孟さんの人生キ
ャリアが出てくるためで、こういう味わいは、老来
ますます冴えるはずだ。これからの孟さんのマンガ
がたのしみになるゆえんであるq ｌ

★内容「最新カラーマンガ」 9 頁

お申込み

｢笑点20年」
｢ 似顔絵1 0 0 人」

｢ ニュースマンガ家の一日」

36頁

54頁

鱈￥2,500雛）

｢ たかはしもう出版会」
神戸市生田区束町1 1 3 ノ１大神ビル７Ｆ月刊神戸っ子編集部Ｔｅｌ（3 3 1 ) 2 2 4 6
送金方法太陽神戸銀行三宮センタービル支店普通預金1 1 5 2 7 0 4 「たかはしも

う出版会｣ ／または月刊神戸っ子あてに現金送金ください。
ノ
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一
昨
・
ン
プ
ラ
ド
一

、

ぬ
け
る
よ
う
な
空
に
、
い
わ
し
雲
が

泳
ぐ
。
日
射
し
は
強
い
が
、
ひ
ん
や
り

り
し
た
空
気
は
、
ま
ち
が
い
な
く
秋
。

セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ザ
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
し
て
迎

え
た
初
め
て
の
秋
だ
。

サ
ン
プ
ラ
ザ
一
階
の
ジ
ョ
ァ
ン
ナ
昼

捌
－
５
０
７
８
）
の
姉
妹
店
、
サ
ロ
ン
・

ド
・
ジ
ョ
ア
ン
ナ
は
、
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
上
が
っ
た
二

階
に
、
茶
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
広
く
と
っ

た
ガ
ラ
ス
が
大
人
の
ム
ー
ド
を
漂
わ
せ

る
落
ち
つ
い
た
サ
ロ
ン
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を

も
っ
た
プ
レ
タ
を
中
心
に
品
揃
え
を
し

た
神
戸
ら
し
い
店
だ
。

ひ
と
足
早
く
、
秋
を
と
ら
え
た
み
た

い
な
店
内
で
大
村
さ
ん
〈
店
長
〉
に
話

を
伺
う
と
、
「
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
い
う
か
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
た
洋
服
、
そ
し
て
そ
れ
に
合
う
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
バ
ッ
グ
な
ど
を
揃
え
て
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

動
向
を
、
そ
の
雰
囲
気
を
、
そ
の
ま
ま

伝
え
る
の
が
私
た
ち
の
仕
事
。
そ
れ
を

神
戸
の
お
客
様
が
、
着
こ
な
し
て
く
だ

さ
る
の
を
お
手
伝
い
し
た
い
」
と
、
ひ

か
え
め
だ
が
自
信
を
も
っ
た
言
葉
が
返

孟三』

ノ

＝

罰
Ｌ＝毎Ｆ雲雪雲弄幸一一一- - －

さ
ん
プ
ラ
ザ
の
ジ
ョ
ァ
ン
ナ
は
靴

専
門
店
。
季
節
が
ら
、
ブ
ー
ツ
や
Ｔ

ス
ト
ラ
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
が
多
く
、

色
は
全
体
に
シ
ッ
ク
で
落
ち
つ
い
た

も
の
が
多
い
。
形
も
エ
レ
ガ
ン
ト
な

感
じ
で
、
ス
ポ
ー
テ
ィ
エ
レ
ガ
ン
ス

と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
す
る
。

茶
と
ベ
ー
ジ
ュ
、
黒
に
グ

レ
ー
と
い
っ
た
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
シ
ュ
ー
ズ
や
は
き
ご

こ
ち
を
重
視
し
た
ジ
ョ
ア
ン

ナ
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ど
、
タ
ウ

ン
用
の
も
の
も
充
実
し
た
商
品

構
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。
全
体

的
に
、
か
か
と
の
高
低
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、
用
途
に
応
じ

た
は
き
方
、
靴
の
Ｔ
・
Ｐ
’
０
が

》
采
し
識
め
そ
ぃ
フ
だ
。

サ
ン
プ
ラ
ザ

右：アプリル( 仏) のクロコダイルバッグと靴ｃ
中：Ｔストラップのおしゃれな靴。エレガン

スな雰囲気をかもし出してくれる。
左：ルーズフィットプーツ（伊のビギンス社

との提携品）若々しく、ちょっぴり大た
んに⑤

ムサロンド･ ジョアンナ

▼ゾｮ ｱ ﾝ ﾅ 靴店

雪
ｌ
塗

~i雨「
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瀞
舜
“
一
・
副

Ｆ

右：エレガンスブティックより。エレガンスの商品
が、豊富に揃っている。コーデイネイトの楽し
さを味わえるケープ付コート。

左：ギラロッシュのプレタをコーディネイト。シル
クのシャツブラウスにパンタロンを。バッグは
スウェードのかかえ型（くさりを出せはショル
ダーにもなる）

っ
て
き
た
。

な
る
ほ
ど
、
店
内
に
は
、
サ
ン
ロ
ー

ラ
ン
、
ギ
ー
ラ
ロ
ッ
シ
ュ
、
ウ
ン
ガ
ロ

と
か
の
プ
レ
タ
や
エ
レ
ガ
ン
ス
の
商
品

が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
、

ジ
ョ
ァ
ン
ナ
の
目
で
選
ん
で
き
ま
し
た

と
い
う
か
ん
じ
の
構
成
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ド
で
き
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
そ
し
て

洋
服
か
ら
ア
ク
セ
サ
ー
か
ら
バ
ッ
グ
そ

し
て
靴
と
、
ト
ー
タ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
こ
こ
で
選
べ
る
の
が
う
れ
し
い
。

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
か
ら
ミ
セ
ス
向
き
の

商
品
構
成
だ
が
、
ブ
ラ
ウ
ス
や
セ
ー
タ

ー
な
ど
の
一
品
も
の
も
種
類
が
多
く
、

高
級
な
ム
ー
ド
の
中
に
、
入
り
や
す
さ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
の
は
、
親
切
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
お
店
の
人

々
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

第
一
、
第
三
月
曜
日
は
休
み
（
こ
れ

は
さ
ん
プ
ラ
ザ
の
店
も
同
じ
）
午
前
十

時
Ｉ
午
後
八
時
ま
で
営
業
。
神
戸
の
秋

は
、
ハ
イ
セ
ン
ス
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

徳
え
る
シ
ー
ズ
ン
．

』

一
二
二
一

功

§

一ｒー

聯鱗一・
Ｌ且

|蝿

毛ﾉ均言可シす
三宮さんプラザ１階ＴＥＬ3 9 1 - 5 0 7 8

応丞Ｎ、1Ａ
神戸市生田区＝宮町１－１
三宮センター街センター

７－１４
プラザ2 Ｆ

ＴＥＬ（0 7 8 ）３３２－２８６０

ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
店

★
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
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『篭
，淘
・、１

ｂ富凸
, 造 1 ＄

、
釧
判
州
戸
の
味
〈
１
〉

〈
神
戸
肉
の
さ
し
み
〉

牛
一
頭
か
ら
一
キ
ロ
し
か
と
れ
な
い
と
い
わ
れ
る
〃
も
も

と
こ
ょ
を
、
マ
グ
ロ
の
刺
身
よ
り
や
や
薄
目
に
切
り
、
ニ
ン

う
が
を
生
か
し
た
醤
油
に
つ
け
て
、
新
鮮
な
味
を
舌
に
の
せ

〈
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
〉

ク
ラ
シ
タ
ロ
ー
タ
（
肩
）
の
ロ
ー
ス
は
、
最
上
級
の
柔
ら
か

す
が
、
や
や
厚
目
に
ス
ラ
イ
ス
し
た
肉
を
、
煮
立
っ
た
鉄
鍋

こ
ん
ぶ
を
き
さ
し
た
湯
に
、
さ
っ
と
つ
け
て
色
が
変
る
と
す

き
あ
げ
て
、
ゴ
マ
だ
れ
に
つ
け
て
た
べ
ま
す
。
白
菜
、
玉
葱

豆
腐
、
し
い
た
け
、
え
の
き
た
け
、
生
ふ
、
く
づ
き
り
、
春

野
菜
は
、
ポ
ン
酢
で
さ
わ
や
か
に
。

大
井
肉
店
は
明
治
４
年
に
、
活
気
に
満
ち
た
開
港
場
の
神

戸
で
開
店
さ
れ
た
。
神
戸
で
船
積
み
し
た
牛
が
横
浜
へ
運
ば

れ
て
、
た
ち
ま
ち
評
判
に
な
り
、
買
付
が
始
ま
っ
た
の
が
コ

ウ
ベ
ビ
ー
フ
の
は
じ
め
物
語
。
初
代
の
岸
田
伊
之
助
さ
ん
は

百
姓
か
ら
身
を
起
し
て
外
人
に
牛
の
納
入
を
頼
ま
れ
、
外
国

船
へ
納
入
し
、
日
本
人
に
も
普
及
し
て
、
小
売
り
を
始
め
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

現
社
長
の
岸
田
伊
兵
衛
さ
ん
は
、
先
代
、
先
々
代
が
残
し

て
く
れ
た
肥
育
業
者
と
の
専
門
ル
ー
ト
が
あ
り
、
大
井
な
ら

で
は
の
独
特
の
精
肉
加
工
を
売
っ
て
い
ま
す
の
で
、
肉
そ
の

も
の
の
美
味
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
神

戸
肉
を
約
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
、
世
界
中
に
、
そ
の
名
を
広

め
た
自
信
の
ほ
ど
が
伺
え
ま
す
。

晦
誹
》
い
》
跨
一
，
｝
八
〈
、
持
拝
州

大
井
肉
店
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

ざしやぶ

雨、ぐのさ
の焼ひ、で

″
の

ニ
ク

る
の園蕊溌溌解

足／ ノ

神
戸
市
生
田
区
元
町
７
（
三
越
前
）
公
遡
１
０
１
１

１
Ｆ
ご
贈
答
お
土
産
に
特
選
神
戸
肉
折
入
、
味
噌
漬

佃
煮
４
Ｆ
レ
ス
ト
ラ
ン
５
Ｆ
お
座
蝋

”突井
一一一二二

美人

■
’ご豊皇-１
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／ 、
●
神
戸
の
味
〈
２
〉

チ
ャ
オ
シ
ン
ナ
イ

確
牡
丹
Ｊ
園
の
妙
鮮
扱

〈
妙
鮮
扱
〉
材
料
１
、
と
り
、
エ
ビ
ミ
ン
チ
、
カ
ニ
肉
閃
ｇ

２
、
牛
乳
１
本
３
、
玉
子
の
し
ろ
み
（
４
個
分
）
４
，
か
た
ぐ

り
④
１
、
塩
④
％
、
化
学
調
味
料
、
揚
米
粉
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

作
り
方
と
り
、
ま
た
は
エ
ビ
ミ
ン
チ
に
、
薄
い
塩
と
か
た
ぐ
り

を
入
れ
て
軽
く
ま
ぜ
、
鍋
で
色
づ
か
な
い
よ
う
に
い
た
め
ま
す
。

そ
こ
へ
、
片
栗
、
塩
、
化
学
調
味
料
を
加
え
て
泡
立
た
な
い
よ
う

に
ま
ぜ
合
せ
た
牛
乳
と
玉
子
の
白
味
を
●
静
か
に
入
れ
て
、
コ
テ
で

や
わ
ら
か
く
、
ふ
ん
わ
り
と
な
る
よ
う
に
全
体
を
ま
ぜ
て
出
来
上

り
、
皿
に
揚
げ
米
粉
（
ピ
ー
フ
ン
）
を
敷
き
、
上
に
奴
を
の
せ
、
ピ

ー
ナ
ッ
ツ
の
く
だ
い
た
も
の
ふ
り
か
け
ま
す
。

〈
老
少
平
安
〉
材
料
１
、
絹
ご
し
豆
腐
１
丁
、
２
、
白
身
の
魚
（
薄

切
り
）
皿
ｇ
３
、
塩
、
片
栗
粉
、
醤
油
、
化
学
調
味
料
、
コ
シ

ョ
ウ
、
胡
麻
油
（
鶏
油
）

作
り
方
豆
腐
１
丁
を
タ
テ
に
１
本
、
左
右
に
５
本
の
包
丁
を
入

れ
て
切
り
皿
に
平
ら
に
な
ら
べ
ま
す
。
上
か
ら
軽
塩
を
全
体
に
ふ

り
か
け
、
蒸
器
に
入
れ
て
強
火
で
約
４
〜
５
分
蒸
し
、
白
身
の
魚

の
薄
切
り
に
、
塩
、
醤
油
、
コ
シ
ョ
ウ
、
胡
麻
油
、
片
栗
粉
を
加

え
て
ま
ぜ
た
も
の
を
１
枚
ず
つ
ひ
ろ
げ
て
豆
腐
の
上
に
の
せ
、
約

１
分
間
く
ら
い
蒸
し
、
出
来
上
り
に
醤
油
と
コ
シ
ョ
ウ
を
少
し
か

け
ま
す
．

広
東
料
理
／
神
戸
元
町

、
剛
叫
給
如
牢
皿
獅
」
、
杵
測
国
回
国

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
１
云
郷
５
７
９
０

〈
近
く
に
同
名
店
あ
り
、
別
館
牡
丹
園
と
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
〉

、

身の魚の
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称
せ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
そ
の
価
格
宣
し
か
ら
ず
…
…
自

西
物
は
但
馬
、
播
磨
、
備
前
、
伯
単
音
、
出
雲
を
始
め
、

、

１ E ｎｊｏｙＫＯＢＥＢＥＥＦ神戸牛肉物語ＫＯＢＥＦｌＦ肩Ｆ
ＳＴＯＲＹ〈４＞

a ｔＲＥＮＧＡ－ＴＥｌ１
☆

牛
の
品
別
（
『
横
浜
開
港
見
聞
誌
』
よ
り
）

来
る
楽
し
み
は
、
風
光
明
眉
な
土
地
を
観
る
こ
と
と
、

神
戸
肉
を
食
う
こ
と
で
あ
る
と
の
発
言
が
記
録
さ
れ

牛
改
良
回
顧
座
談
会
に
お
い
て
、
西
洋
人
が
日
本
に

袖
”
戸
肉
濡
は
つ
と
‐
に
有
鐸
積
に
．
な
っ
た
ら
し
い
。

本
格
的
に
一
般
化
し
始
め
た
明
治
Ⅳ
、
肥
年
以
来
、

神
戸
牛
が
挙
げ
ら
れ
る
」
と
あ
り
、
日
本
に
肉
食
が

然
神
戸
を
し
て
日
本
肉
牛
の
本
場
た
ら
し
め
た
り
」

位
は
関
西
物
を
第
一
と
し
…
…
神
戸
肉
と
称
す
る
関

農
林
省
畜
産
局
編
「
畜
産
発
達
史
」
に
み
る
と
『
品

今
肉
牛
と
し
て
名
の
あ
る
も
の
と
し
て
は
三
田
牛
、

一
方
、
明
治
末
期
の
農
商
務
省
調
査
に
よ
る
と
「
現

神
戸
肉
が
国
際
的
な
名
声
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た

江
州
牛
、
伊
予
牛
、
長
州
牛
、
出
雲
牛
、
作
州
牛
、

と
の
記
録
が
あ
る
。

れ
は
ひ
と
た
び
神
戸
の
市
場
に
上
り
、
神
戸
牛
と
改

山
陰
、
山
陽
両
道
、
九
州
も
の
も
少
な
か
ら
ず
。
こ

て
い
る
。
（
以
上
、
兵
庫
県
農
林
部
畜
産
課
編
「
兵
庫

の
は
い
つ
か
ら
だ
ろ
う
か
。
明
治
加
年
頃
の
様
子
を

の
和
牛
」
に
よ
る
）

、

昭
和
筋
年
、
美
方
郡
村
岡
町
で
開
催
さ
れ
た
但
馬

“
琢
矩
似
雌
碇
歳
脚
露
巾
々
ｒ
し

蝉
灯
師
前
辱
元
恵
犯
士
甲
ノ
ー

酢
叶
芦
峰
お
牝

ご
ま
だ
れ
各
三
八
Ｏ
円

肖
員
芦
仁
占
弛

４
★
鴻
躯
姉
奴
舎
噛

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
（
・
ト
ァ
ロ
ー
ド
）

幸
夙
忘
腿
苓
押
，
大
余
地
０
つ
で
ご
・
７

阪
急
・
意
留
肪
屋
〃
行
食
剰
加
品
売
場

有
名
肉
店
・
塚
口
・
夙
川
各
い
か
り

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

jﾘＩｗ'義ステーキハウス

生田区下山手通２丁目3 4 ( トアロード）
壷３３１．７１６８
月咽日休み

ノ

ＫＯＢＥＢＥＥＦ
ＳＴＯＲＹ〈４＞ 神戸牛肉物語
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郷
愁
も
あ
り
子
供
を
連
れ
て
カ
ン
ッ
ォ
ー
ネ
レ

／ 、

一国 ローマにてヨーロッパ味の旅( 8 ) ＝〕岩田正崇

ま
っ
て
パ
ス
タ
で
終
っ
た
と
申
し
て
も
過
言
で

な
い
で
し
ょ
う
。
今
日
、
日
本
の
ど
こ
の
フ
ァ

三
一
亘

一
タ
ン
は
い
‐
わ
ゅ
る
洋
食
の
代
表
格
で
子
供
と
女

一
一
性
の
ヤ
ン
グ
層
に
圧
倒
的
な
．
●
人
気
が
あ
り
、
サ

’
一
一
一
一
三
一
一
一
一
誇
御
州
》
恥
》
帳
》
鍛
識
吋
鵠
郷
昏
姉
唾
却
榊

三畳皇
カンツオーネレストランにて子供に愛嬬をふりまく歌手 トレビの泉

気
な
愛
嬬
を
お
り
ま
ぜ
て
の
一
時
間
余
は
イ
タ

だ
っ
た
の
は
何
か
し
ら
場
違
い
な
所
に
い
る
よ

う
な
気
が
．
し
ま
し
た
。

謡
を
よ
く
口
ず
さ
ん
だ
若
か
り
し
頃
の
想
い
出

ス
ト
ラ
ン
を
訪
ね
ま
し
た
。
見
事
な
声
量
、
陽

を
素
人
が
判
別
す
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

リ
ャ
気
質
を
満
喫
さ
せ
て
く
れ
、
イ
タ
リ
ヤ
民

な
り
後
の
調
理
に
も
便
利
で
又
保
存
も
よ
く
き

ま
り
ま
十
℃
ボ
イ
ル
に
は
タ
ッ
プ
リ
ー
水
を
佑
峰
う

の
が
コ
ツ
で
、
水
を
切
っ
た
後
温
い
う
ち
に
経

ん
。
パ
ス
タ
類
は
歯
切
れ
の
良
さ
で
旨
さ
が
決

営
星
謀
十
ｙ
ｃ

く
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
を
ま
ぶ
す
と
味
も
お
い
し
く

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

に
耽
り
ま
し
た
。
し
か
し
客
の
伽
％
が
日
本
人

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
グ
ラ

イ
タ
リ
ヤ
の
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
は
学
生
時
代
の

パ
ス
タ
類
の
素
材
に
よ
る
微
妙
な
味
の
変
化

ロ
ー
マ
で
い
た
だ
い
た
料
理
は
パ
ス
タ
に
始

一にピーﾌｽﾃｰｷの店一NH剛ＧＯ農認聴蝋蕊;鰯
フ’グ東店瀞舗鴬留掘

迅 喝, 恵蕊ノ

７V 亙癒咳湖
一一

鯉g唾ヨ
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認騨 閃

可

‐ノ

ＮＩＧＨＴ ＳＰＯＴ
クラブ°

よ さの
神戸市生田区下山手通1 丁目５( 生田神社前) ゼウスビルＳＦ

公ヨｇｌ－ｓＢＳＢ・Ｂ７０ｅ

クラブ・

小 万
神戸市生田区中山手通１丁目８５( 束門筋) 中島ビルＳＦ

公Ｓｇｌ－ＯＳＳＢ・４ａＢＳ

ＳＰＯＴ

隆一Ir：

－．輪

宇守辱与

李賃.燕,≦
警源窪 i灘

識
．

ママ・岩本起代子 ママ・与三野弘幸

『瓦

ク
ラ
ブ
小
万
は
高
級
な
イ
メ
ー
ジ

で
あ
り
な
が
ら
そ
の
雰
囲
気
は
決
し

て
固
苦
し
く
な
い
。
そ
れ
は
気
風
の
い

い
マ
マ
の
せ
い
だ
ろ
う
。
い
つ
行
っ
て

も
、
経
済
人
や
ら
文
化
人
や
ら
が
和
や

か
に
杯
を
く
み
か
わ
し
て
い
る
。
実
に

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
の
だ
。
店
の
女
の
子

も
マ
ナ
ー
が
よ
く
、
仲
々
の
美
人
揃
い
だ
。

時
に
は
満
員
御
礼
の
札
を
か
け
た

い
ほ
ど
の
繁
昌
ぶ
り
だ
が
、
そ
れ
と

い
う
の
も
高
級
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
の

庶
民
性
が
一
つ
の
魅
力
と
な
っ
て
い

る
か
ら
だ
ろ
う
。

ク
ラ
ブ
小
万
は
神
戸
の
夜
の
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
社
交
場
な
の
だ
。

、

‘1個
『

零…得
Ｉ司司唱篭豆

一
口
に
ク
ラ
ブ
と
い
っ
て
も
そ
の

店
そ
の
店
に
よ
っ
て
持
ち
味
が
違
う
。

ク
ラ
ブ
よ
さ
の
の
持
ち
味
は
、
何

と
い
っ
て
も
そ
の
豪
華
さ
に
あ
る
だ

ろ
う
。
シ
ッ
ク
な
色
調
の
械
椴
と
深

々
と
し
た
ソ
フ
ァ
ー
、
そ
し
て
燦
然

と
輝
や
く
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
。
港
コ
ウ

ベ
な
ら
で
は
の
豪
箸
な
雰
開
一
気
だ
。

ま
た
、
毎
夜
の
ピ
ァ
ノ
ト
リ
オ
の

し
ゃ
れ
た
ラ
イ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
エ

レ
ク
ト
ー
ン
の
調
べ
が
あ
な
た
の
夜

を
ひ
と
き
わ
華
麗
に
彩
る
。

姉
妹
店
ノ
ク
ラ
ブ
な
ぎ
さ
（
喬
測

８
６
２
６
、
卿
１
２
１
０
）
、
グ
リ

ル
＆
バ
ー
な
ぎ
さ
魯
測
３
６
７
０
）
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業
の
の
ち
、
今
の
店
を
開
い
た
の
だ

『

ＮｌＧＨＴＳＰＯＴ
クラブ ､ クラブ．

さ ち 飛鳥
神戸市生田反中山手 ; 匝２丁目７５伊藤ビル２Ｆ

宮ＳＳ１－７１２０
神戸市生田区中山手 ; 通１丁目１１７

公Ｓヨ１－７ｓ２７

男

i：鯛
写詞幽

が
も
う
二
十
年
近
く
に
な
る
。

連
に
は
恰
幅
の
い
い
紳
士
方
も
多
い
。

神
戸
の
夜
の
老
舗
だ
け
あ
っ
て
常

業
中
。

絵
で
知
ら
れ
る
ク
ラ
ブ
飛
鳥
は
ビ
ル

伸
叩
々
の
イ
ン
テ
リ
で
、
フ
ァ
ン
も
劣
一
尋

い
。
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
で
四
年
間
の
修
マ

の
女
の
子
と
会
話
を
交
わ
す
。
気
の

建
築
中
で
目
下
向
い
の
ビ
ル
で
仮
営

き
い
た
言
葉
の
や
り
と
り
が
何
よ
り
》

の
酒
の
さ
か
な
と
な
る
。
卜

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
気
性
の
マ
マ
は
蔀

杯
を
か
た
む
け
な
が
ら
マ
マ
や
店

シ
ン
ボ
ル
の
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
烏
の

、

ｒ
ＮＩＧＨＴＳＰＯＴ

クラブ．

飛 鳥
神戸市生田区中山手 ; 通１丁目１１７

公ヨヨ１－７ｓ２‐７

ごL 一三訂虹一一

4 隻邦埋

ク
ラ
ブ
さ
ち
の
マ
マ
は
花
隈
育
ち
。

そ
の
マ
マ
の
気
質
が
店
の
雰
囲
気
に

よ
く
出
て
い
て
、
何
と
な
く
は
ん
な

り
と
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

店
の
規
模
は
そ
う
大
き
く
は
な
い

が
、
気
取
ら
な
い
気
さ
く
な
感
じ
の

マ
マ
が
い
て
、
気
楽
で
和
や
か
に
飲

め
る
。店

の
場
所
も
生
田
神
社
西
門
前
と

山
と
海
と
に
囲
ま
れ
た
神
戸
の
ほ
ぼ

真
ん
中
。

国
際
港
都
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い
だ

け
の
雰
囲
気
を
も
ち
、
し
か
も
、
良

心
的
な
お
値
段
で
楽
し
め
る
店
で
あ

る
。

ママ・小島幸子

蕊
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凸

ザ

靴

＆

ア

和 風料理

お たやん
神戸市生田区中山手通１丁目1 1 1 - 1 ローズブラザビル１Ｆ

公３３２－２９２９

り
ク
ラ
ブ
千
が
開
い
た
家
庭
料
理
の

店
で
、
あ
た
た
か
い
お
で
ん
を
は
じ

め
手
づ
く
り
の
和
風
家
庭
料
理
が
楽

し
め
る
。

過
人
も
入
れ
ば
い
つ
ぱ
い
に
な
る

こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
店
だ
が
、
カ
ウ

ン
タ
ー
席
だ
け
の
イ
キ
な
数
奇
屋
造

り
で
、
店
名
の
お
た
や
ん
の
由
来
で

も
あ
る
お
た
ふ
く
の
面
が
壁
や
棚
な

ど
に
飾
ら
れ
、
な
か
に
は
五
百
年
前

の
も
の
も
あ
る
と
い
う
。

女
将
は
こ
れ
ま
た
お
た
や
ん
の
よ

う
に
に
こ
や
か
で
、
秋
の
夜
、
お
で

ん
を
つ
つ
き
な
が
ら
杯
を
く
み
か
わ

せ
ば
身
も
心
も
暖
か
く
な
る
。

ママ・千葉和子
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罫

あげます。
焼きたての

〆 、

、

センターブラザ地下ＴＥＬ（0 7 8 ）3 3 1 - 0 0 2 2

Ｐ
’

ゴｕＬ

い

パンをお求めいただくためです「

バックステューベベルはドイツ
語で、焼きたてのパンを売る店。

-ノ

少しずつ何回も焼き
あなたに、いつでも

⑨

瀞
バックステューベベルはセンタープラザと
さんプラザの間を地下へおりた所にあります

､ ドックステューベ

垂

心

本格派の店の、焼きたてのパン《
きっとあなたを虜にいたします《

、
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い
シ
ッ
ク
な
ア
ク
セ
サ
リ

っ
甲
一
筋
の
専
門
店
。
美

てZZZ＝ 秋 報圭自屋 / Z 鍾目”験ご〆
ー

ﾗフ
｡

モ
１
ド、

術
品
か
ら
ア
ク
セ
サ
リ
ー

☆
く
つ
甲
製
品
の
こ
と
な

ｌ
は
、
ミ
セ
ス
に
と
て
も

ら
何
で
も
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
豊
富
な
品
揃
え
の
、
べ

するトレが締か々リ☆盆元

圃J溌畿
国一－－

オ
ノ

婦
人
服
地
と
服
飾

洋
装
店

冠
３
３
１
／
０
０
５
１

☆
冬
に
向
っ
て
オ
カ
ダ
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
シ
ョ
ー
ル
の
数

々
が
出
揃
っ
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
カ
シ
ミ
ヤ
の
つ
づ
れ

織
り
や
、
ベ
ル
ベ
ッ
ト
な
ど

す
｡
卜
も 元

町
３
丁
目
山
側

ろ
あ

しが
ザス

ノや

オ
カ
ダ

シ
ョ
ー
ル
と
傘

★
ア
ー
ト
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
《
ラ
・
モ
ー
‐
ド
》
の
彫
刻
の
あ

る
ウ
イ
ン
ド
ウ
は
モ
ダ
‐
シ
で
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
。
神
戸
ら
し

さ
が
漂
よ
う
こ
の
店
は
、
色
・
柄
・
シ
ル
エ
ッ
ト
と
も
に
本
格

派
好
み
の
オ
ー
ト
ク
チ
ュ

ー
ル
な
の
で
す
。

元
町
１
番
街

冠
３
３
１
／
５
６
８
９

ラ
・
モ
１
ド

婦
人
服
飾

鯛ＷＷ

でレユツスプやだ★逓元
すイ、クカリ、プバ３
°が茶向ｌン二篭リリ２町
とにきトトツンエ’
て新。ややトト’／Ｉ
もし色レジののシ０
うくはイヤトボヨ０番
し機、ヤガリＩン７
ツ紺べ１１コダに５街
シ、｜ドドツＩ富
ユグジルが卜地ん灘

蛎迎' 画虐鹿 ⑬ＯＮＯ オ
ノ
洋
装
店

婦
人
服
地
と
服
飾

太
田
龍
甲
店

１
１
Ｉ

ｌ
く
つ
甲
美
術
品
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
蔓豊
一＝ユーー

m』蝉''響~了上霊雪雲塗＝

藤
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元
町
３
丁
目
東
入
口
角
上
る
地
下
☆
阪
神
元
町
駅
西
口
を
南
へ

念
３
９
１
／
１
７
１
０
Ⅲ
加
東
側
の
地
下
に
、
可
愛

、（ 力 先町ヲﾛ／ ☆
/『

壷
３
２
１
／
１
２
０
８
キ
を
味
わ
う
の
も
お
し
ゃ
れ

デ テ
ィ
ー
ル
ー
ムイ

言う

☆
静
か
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ

１
夜
８
時
迄
モ
カ
チ
ー
ノ
３
５
０
ｍ
叩

コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
２
２
０
円
刺
９
時
ヰ
ト

－
ジ
ッ
ク
、
シ
ッ
ク
な
ノ
ー
ン

な
感
じ
で
す
。

テ
リ
ア
、
マ
マ
の
好
き
な
絵

尤
町
．
２
丁
目

カ
フ
ェ
ロ
ー
セ
４
０
０
円

メ
イ
ド
の
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー

は
、
元
町
ら
し
い
雰
囲
気
。

が
か
か
っ
て
い
る
〃
ロ
ン
ド
〃

珊
誹
を
飲
ん
で
、
ホ
ー
ム

の
小
川
タ
ク
マ
さ
ん
。
お
し

識鐘議
エ

ポ
､ソ

ク

い
ス
ペ
ー
ス
だ
。

午
削
８
時
釦
分
〜
午
後
叩
時

コ
ー
ヒ
・
紅
茶
２
３
０
円
／
コ
ー
ラ
２
５
０
川

－
は
〃
な
ん
ど
い
や
の
会
〃

場
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ス
タ

は
も
っ
て
こ
い
の
暖
っ
た
か

が
若
も
の
の
新
し
い
た
ま
り

や
く
り
“
仲
間
が
ほ
し
い
人
に

元
町
３
丁
目
東
入
口
角
上
る
地
下

ａ
３
９
１
／
１
７
１
０

い
い
カ
フ
ェ
〃
ブ
ラ
ッ
コ
〃

、

識
ブ
ラ
ッ
コ

カ
フ
ェ

Ｗ

ロ
ン
時
‐

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ

元
町
１
番
街
キ
ョ
シ
マ
屋
横
入
る

公
３
３
２
／
Ｉ
２
７
１

篭
★
ア
フ
リ
カ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
福
岡
康
年
さ
ん
が

開
い
た
デ
イ
ラ
は
、
と
て

も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
福
岡

姉
妹
が
手
伝
っ
て
い
る
の

で
、
静
か
で
ソ
フ
ト
な
お

店
。
た
か
は
し
も
う
氏
の

笑
点
原
画
と
、
福
岡
さ
ん

の
月
二
回
の
奇
術
タ
イ
ム

が
み
も
の
。

制
８
時
Ｉ
夜
９
吋
ピ
ラ
ワ

コ
ー
，
上
・
紅
幕
２
３
０
Ⅲ
／
４
０
０
Ⅲ

テ
ィ
ー
ル
ー
ム

デ
ィ
ラ

元
町
３
丁
目
浜
側

ａ
３
３
‐
／
３
６
９
４

★
元
町
を
道
ゆ
く
人
た
ち
を

鐘霊蕊
ｰ ー

ポ
ツ
ク

テ
ィ
ー
＆
ス
ナ
ッ
ク

識

皇
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生田区中山手通１
３３２－１４１４
ＰＭ６～ＡＭ１
無体

シックなインテリアのI ~ クロービス」では
オールスコッチ・ビール．付出しすべて
３００円のサービスタイム（６時～８時）
を１０１）１１１より実施。ぜひご来店を。

ﾙ ﾙ刑ｗ肋
ＰＭ６
日祝休

長狭通２

ＡＭ１

神戸の経済人、文化人に
愛されている．ヌベー・ル」
は、ほのかな色香とさわ
やかな話術のﾏ ﾏ がかも
しだす家庭的な雰囲気。
お酒のI 味わい{ 二、この淡
々とした魅力が敢商。

馨濯
１０月
える

生田区中山手通１
３９１－１６４７
ＰＭ６～
日祝休

満

ＰＭ１２

６周年を迎
その優雅な
１Ｆも似て落
｡ ｢ 美しい饗
憩いやすら
のが裟羅の

名前のひびき１Ｆも似
ち着いたおJ l 1 f ｡ ｢ 美し
羅双樹のド、憩いやす＃
いでいただくのが裟羅ｃ
願いです」と語るママ。

美弗ロ 生田区下山手通1
3 9 1 - 3 0 5 0
ＰＭ６～ＡＭ１
日祝日休

日舞の名取りのママがいて、気軽に立ち
寄れる店｢ 美和｣ 。演歌からシャンソンま
で唄える明るくザックバランな雰囲気で
ママも一諾に唄うのが楽しいお店。

ミ 』
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八
音
楽
Ｖ

☆
和
田
ア
キ
子

４
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
一
六
○
○
円

★
長
谷
川
き
よ
し

４
日
（
土
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
一
五
○
○
円

★
ア
リ
ス

５
日
（
日
）
１
時
半
Ⅲ
石
市
民
会
館

前
売
・
一
二
○
○
円
当
日
・
一
五
○

○
円

☆
長
唄
の
魅
力

６
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
二
○
○
○
円

☆
ペ
レ
ス
・
プ
ラ
ー
ド
楽
団

７
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
二
二
○
○
円

★
関
西
マ
ン
ド
リ
ン
合
奏
団

８
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
一
○
○
○
円

★
中
国
北
京
芸
術
団

８
日
（
水
）
９
日
（
木
）
６
時
半

神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・
六
○
○
○
円

Ａ
・
五
○
○
○
円
Ｂ
・
四
○
○
○
円

Ｃ
・
三
○
○
○
円
Ｄ
・
二
○
○
○
円

☆
県
芸
術
祭
洋
舞
合
同
特
別
公
演

、
日
（
金
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

二
○
○
○
円

☆
高
山
巌
・
パ
ン
パ
ン

ｎ
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
八
○
○
円
当
日
、
九
九

○
円

☆
プ
レ
ッ
ド
＆
パ
タ
ｉ

ｎ
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
前
売
・
八
○
○
円
当
日
・
九
九

○
円

嵐が丘

【
☆
神
戸
の
催
し
物
佃
月
ご
案
内
】

鯛
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五

○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
セ
ル
ゲ
イ
・
ド
レ
ン
ス
キ
ー

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

調
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
デ
ュ
ー
ク
エ
イ
セ
ス

皿
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
○
○
○
円
（
当
日
・
二
五
○
○

円
）
Ａ
・
一
六
○
○
円
（
当
日
・
二
○

○
○
円
）
Ｂ
・
一
二
○
○
円
（
当
日
・

一
五
○
○
円
）

八
演
劇
Ｖ

★
民
芸
「
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
死
」

ｎ
日
（
土
）
４
時
醒
日
（
日
）
１
時

半
塑
日
（
月
）
Ｉ
過
日
（
木
）
６
時

巧
分
神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
労
演

一
六
○
○
円

☆
日
生
名
作
劇
場
「
雪
ん
子
」

遁
日
（
水
）
１
ｍ
日
（
金
）
①
、
時

、
１
時
半
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

★
ロ
イ
ヤ
ル
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
場

「
愛
の
楽
し
み
と
哀
し
み
」

”
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

「
王
冠
の
む
な
し
さ
」

鵡
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円

★
四
紀
会
「
女
の
平
和
」

畑
風
（
土
）
①
２
時
②
６
時
半
県

民
小
劇
場
六
○
○
円

☆
四
季
「
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
の
恋
人
た
ち
」

塑
日
（
木
）
６
時
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五
○
○
円

★
神
戸
外
大
演
劇
部
「
伽
び
き
の
ネ
コ
」

塑
日
（
金
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
三
○
○
円

八
そ
の
他
Ｖ

★
上
方
落
語
特
選
大
会

１
日
（
水
）
１
，
日
（
金
）
①
狸
時

②
３
時
半
松
竹
座
前
売
・
七
○
○

円
当
日
・
九
○
○
円

☆
コ
ウ
ベ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア

４
日
（
土
）
①
⑫
時
半
②
４
時
神

戸
文
化
大
ホ
ー
ル
整
理
券

★
第
３
回
神
戸
能

、
日
（
金
）
、
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
特
Ａ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
四

○
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円
Ｃ
・

一
五
○
○
円

★
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

、
日
（
金
）
①
３
時
②
６
時
神
戸

文
化
小
ホ
ー
ル
前
売
・
四
○
○
円

当
日
・
四
五
○
円

★
映
画
「
異
邦
人
の
河
」

釦
日
（
月
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
五
○
○
円

☆

の
☆
神
戸
っ
子
読
者
５
名
様

第
３
回
「
神
戸
能
」
（
如
月
ｎ
日
午
前
加

時
刈
分
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
）
に
ご
招
待

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年

令
・
職
業
・
ｒ
Ｅ
Ｌ
を
お
書
き
の
上
、
〒
６

５
０
生
田
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ

ル
７
Ｆ
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室
ま
で

☆
風哩

日
（
日
）
３
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
一
五
○
○
円
Ｂ
・
一
二
○
○
円

★
松
浦
豊
明
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

週
日
（
月
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
一
八
○
○
円
Ｂ
・
一
五
○

○
円
Ｃ
・
一
二
○
○
円

☆
安
田
寿
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

晦
日
（
水
）
７
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

一
○
○
○
円

☆
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

晦
日
（
水
）
６
時
半
県
民
小
劇
場

八
○
○
円

☆
モ
イ
セ
ー
エ
フ
・
バ
レ
エ

鋤
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ｓ
・
四
五
○
○
円
Ａ
・
三
八

○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
○
円
Ｃ
・
二

○
○
○
円

★
グ
レ
ン
・
ミ
ラ
ー

霊
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○
○
円

Ｂ
・
二
一
○
○
円

★
渡
辺
貞
夫
セ
ク
ス
テ
ッ
ト

塑
日
（
金
）
６
時
半
明
石
市
民
会
館

Ｓ
・
一
五
○
○
円
Ａ
・
一
二
○
○
円

Ｂ
・
八
○
○
円

★
バ
レ
エ
「
嵐
が
丘
」

溺
日
（
土
）
６
時
神
一
源
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
三
○
○
○
円
Ａ
・
二
五
○

○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
五

○
○
円

☆
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

詣
日
（
土
）
６
時
神
戸
海
員
会
館

無
料

☆
国
友
重
紀
フ
ル
ー
ト
リ
サ
イ
タ
ル

配
日
（
日
）
６
時
県
民
小
劇
場

一
○
○
○
円

☆
シ
ャ
ー
リ
ー
・
パ
ッ
シ
ー

鶏 月

１
１０５
１

シャーリ･ バッシ

回

霞､ ～

内

セールスマンの死

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


